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地域で支えるバス交通地域で支えるバス交通特
集

　
　

さ
ん
は
バ
ス
交
通
に
つ
い

　
　
て
、
日
頃
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
か
？

　
「
車
を
運
転
し
て
い
る
の
で
特

に
考
え
た
こ
と
は
な
い
」「
買
い

物
や
病
院
に
行
く
の
に
な
く
な
っ

た
ら
困
る
」「
見
る
限
り
誰
も
乗

っ
て
い
な
い
の
で
無
駄
で
は
な
い

か
」「
も
っ
と
便
利
に
し
て
ほ
し

い
」「
乗
り
継
ぎ
が
不
便
で
使
え

な
い
」「
バ
ス
が
な
い
か
ら
車
を

手
放
せ
な
い
」
な
ど
、
考
え
方
や

感
じ
方
、
必
要
の
度
合
い
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
す
。

　
バ
ス
交
通
は
、
高
齢
者
や
子
ど

も
な
ど
、
車
を
運
転
で
き
な
い
人

に
と
っ
て
は
、
都
市
間
の
移
動
だ

け
で
な
く
、
買
い
物
や
通
院
・
通

学
な
ど
の
生
活
す
る
た
め
に
必
要

な
外
出
を
支
え
る
大
切
な
移
動
手

段
で
す
。
ま
た
、
普
段
は
車
を
運

転
し
て
い
て
も
、
け
が
や
病
気
で

急
に
運
転
で
き
な
い
と
き
や
車
が

な
い
と
き
な
ど
に
困
ら
な
い
よ

う
、
必
要
な
と
き
に
気
軽
に
利
用

で
き
る
交
通
手
段
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
バ
ス
交
通
の
現
状
や

課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

皆
■問合せ■問合せ　企画防災課企画グループ（☎ 74-3004）　企画防災課企画グループ（☎ 74-3004）

　
バ
ス
交
通
は
、
一
度
に
多
く
の

人
を
乗
せ
て
移
動
で
き
る
た
め
、

低
い
料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。
定

期
的
に
運
行
し
て
い
る
の
で
運
行

時
間
に
停
留
所
ま
で
行
け
ば
、
誰

で
も
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
方
、
バ
ス
が
通
行
で
き
る
地

域
で
し
か
運
行
で
き
な
い
た
め
、

停
留
所
や
運
行
ル
ー
ト
か
ら
離
れ

た
場
所
で
は
利
用
で
き
ず
、
運
行

時
間
や
ル
ー
ト
も
決
ま
っ
て
い
る

た
め
、
最
短
で
目
的
地
ま
で
行
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

バ
ス
の
良
い
と
こ
ろ

悪
い
と
こ
ろ

・路線バス・・・町内外を結ぶ 16 路線を運行
・虻田地区コミュニティバス・・・虻田地区内で運行
・洞爺地区コミュニティバス・・・洞爺地区内で運行
・花和地区コミュニティタクシー・・・
　花和地区と洞爺駅周辺を往復する予約型運行
・買い物支援バス・・・
　スーパーのない地域を対象とした買い物に行くための運行

町内で利用できるバス
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バ
ス
交
通
に
係
る
費
用
は
、
燃

料
な
ど
の
車
両
に
係
る
費
用
も
あ

り
ま
す
が
、
運
転
手
の
人
件
費
が

大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま

す
。
そ
の
費
用
に
対
し
、
運
賃
収

入
や
広
告
収
入
、
国
や
北
海
道
の

補
助
金
な
ど
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
で
運
行
さ
れ
て
い
る
バ
ス

利
用
者
数
が
減
っ
て
、

町
の
負
担
額
が
増
え
て
い
ま
す

交
通
は
、
観
光
客
な
ど
の
利
用
が

多
く
運
賃
収
入
が
多
い
一
部
の
便

を
除
き
、
赤
字
額
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
特
に
湖
畔
を
運
行
す
る
路

線
バ
ス
や
洞
爺
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
市
街
地
線
、
花
和
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
な
ど
で

は
、
１
便
あ
た
り
の
利
用
者
数
が

国
の
補
助
基
準
の
2
・
0
人
を
大

き
く
下
回
り
、
利
用
者
数
が
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
赤
字
が
続
く
と
バ
ス
交
通
を
続

け
ら
れ
な
く
な
る
た
め
、
町
で
は

運
行
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
赤
字
額

を
補
て
ん
し
て
い
ま
す
が
、
利
用

者
数
が
著
し
く
少
な
い
場
合
は
、

町
の
財
政
状
況
も
厳
し
い
こ
と
か

ら
廃
止
や
見
直
し
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。

　
利
用
し
て
い
た
人
が
体
調
を
崩

し
た
り
、
施
設
の
入
所
に
よ
り
利

用
で
き
な
く
な
っ
た
ほ
か
、
利
用

の
目
的
や
時
間
帯
が
変
わ
っ
た

り
、
他
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

や
通
院
の
間
隔
が
長
く
な
っ
た
こ

と
な
ど
を
減
少
の
要
因
と
し
て
捉

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乗
り
継
ぎ

各バスの運行状況
湖畔を運行する路線バスの１便平均乗車密度

H27 R1 R1
赤字補てん額

洞爺湖温泉～壮瞥役場前～洞爺水の駅 0.8 人 0.5 人 250 万円

洞爺湖温泉～月浦～洞爺水の駅 1.1 人 0.4 人 430 万円

洞爺水の駅～壮瞥役場前・伊達駅前～伊達緑丘
高校前 2.0 人 2.0 人 130 万円

洞爺湖温泉～月浦・洞爺水の駅～岩屋 1.2 人 0.9 人 260 万円

洞爺湖温泉～月浦～公営住宅前 1.9 人 0.6 人 120 万円

洞爺湖温泉～留寿都～ルスツリゾートホテル前 2.8 人 1.7 人 170 万円

虻田地区コミュニティバス（月～土）の１便平均利用者数

H27 R1 R1 町負担額

午
前

左回り１便 2.8 人 1.8 人

403 万円

右回り１便・清水１便 4.9 人 5.1 人

右回り２便・清水２便 8.6 人 11.0 人

左回り２便 6.3 人 5.4 人

午
後

左回り３便 5.1 人 3.4 人

右回り３便・清水３便 5.2 人 4.4 人

左回り４便 3.0 人 1.9 人

洞爺地区コミュニティバス（月・火・金）の１便平均利用者数

H27 R1 R1 町負担額

高
台
線

高台線往路（火・金） 8.4 人 6.5 人

318 万円

高台線復路①（火・金） 1.1 人 1.4 人

高台線復路②（火・金） 3.8 人 4.2 人

市
街
地
線

市街地線①（火・金） 1.8 人 0.9 人

市街地線②（火・金） 1.5 人 0.8 人

市街地線③（火・金） 1.1 人 0.1 人

市街地線①（月） 1.9 人 1.0 人

市街地線②（月） 1.3 人 0.2 人

花和地区コミュニティタクシー（予約運行）の利用者数

H27 R1 R1 町負担額

延べ利用者数 278 人 70 人
43 万円

実利用者数 ７人 １人

地域で支えるバス交通地域で支えるバス交通

や
便
数
の
少
な
さ
な
ど
の
利
便
性

の
悪
さ
か
ら
利
用
が
敬
遠
さ
れ
た

り
、
乗
り
方
が
わ
か
ら
な
い
な
ど

初
め
て
利
用
す
る
と
き
の
ハ
ー
ド

ル
の
高
さ
が
新
た
な
利
用
が
増
え

な
い
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
安

定
し
て
一
定
の
利
用
を
確
保
し
て

い
く
た
め
、
新
た
な
利
用
に
つ
な

げ
る
取
り
組
み
も
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

利
用
者
数
が
減
っ
て
い
る
要
因
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QQ ＆＆ AA

乗ることで支える
　バス交通は、制約や不便なことも多く、利用し
にくいところもありますが、利用者が減少し廃止
となると、便数が減少することで乗り継ぎができ
なくなり、更に不便になるといった負の連鎖へと
つながりかねません。交通事業者がなくなると、
交通を必要としたときに利用できなくなってしま
います。
　そうならないためにも、交通事業者や町では利
用につながるよう運行の改善に引き続き取り組ん
でいきますが、バス交通の安定した継続には、ひ
とりでも多くの人がバス交通について理解し、１
回でも多く利用していただく必要があります。
　一度バスに乗ってみると、意外と利用できる交
通手段であると思えるかもしれません。停留所ま
で少し歩いてみるということも、バス交通を支え
るひとつです。少しだけバス交通に意識を向けて
みませんか。

バス交通　少しでもバス交通を利用いただくために、次の取り組みを
行っています。
●高齢者福祉証提示による運賃の軽減
　70 歳以上の人は町が発行する「高齢者福祉証」の提示で、
100 円の運賃で利用できます。（町内のバス停で乗車し、町
内のバス停で降車した場合のみ）
●利用実態の把握と交通に関する懇談
　利用実態を把握するための乗降調査を行っています。また、
交通担当職員との懇談をいつでも受け付けています。
●マイ時刻表の作成、時刻表などの郵送
　町では利用する人に合わせて、自宅近くから目的地までの
往復の時刻表（マイ時刻表）を作るサービスを行っています。
時刻表などの郵送も行っています。気軽に連絡してください。
●乗換検索への掲載
　路線バスについては、スマートフォンやインターネットの
乗換検索で、停留所名と利用したい時間を入力すると発車時
刻や到着時刻、乗り継ぎなどを調べられるようになっていま
す。

バス交通の利用に向けて

バス交通

Q1バス交通の内容はどのように決められているの？

A1
　バス交通はまずは民間事業者で運行することを基
本として、民間事業者による運行が困難な地域につ
いては、地域の実情を踏まえてコミュニティ交通な
どで補っています。しかし、残念ながら公共交通で
全ての地域の移動手段を確保することはできませ
ん。
　バス交通は交通事業者と行政機関、住民代表、交
通専門家などで組織する会議で協議し、毎年運行内
容を決めています。運行内容は、利用状況や利用意
向、交通に対する意見などを事前に把握したうえで、

できる限り無駄がなく、多くの人に利用してもらえ
ることを第一に考えています。ただ、限られた財源
や車両・運転手の確保の中で、便数や走行ルートな
どの制約、他の地域とのバランスなどを踏まえなけ
ればなりません。また、時間やルートを変更するこ
とにより利用できなくなる人が出てしまったり、変
更箇所以外の場所での利用者に影響がでるなど、非
常に難しい判断をしなければなりません。それらを
踏まえて、バス運行を持続していけるよう、全体的
な視点を持って、運行されています。

Q2新たに乗合タクシーなどは導入できないの？

A2
　乗合タクシーは、バスでは行けない地域でも利用
できる、予約によって同じ時間帯に利用する人たち
が乗り合わせて特定の目的地と自宅間を移動する交
通手段です。導入に向けて検討した経緯もあります
が、費用面だけでなく、利用できる地域とできない
地域の線引きが難しいことや、競合による交通事業

者への影響のほか、バス交通と併用運行する必要が
あるなど課題も多い状況です。
　また、バス交通でも便数や台数を増やすことで、
乗り継ぎの改善や小まめに回れる交通体系とするこ
とができますが、運転手の確保や費用の面で困難な
状況となっています。


